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公的研究費の取得 

 

文部科学省学術研究高度化推進経費 H12.4〜H17.3 再生角膜の作成及び移植に関する研究 

135,095千円 （バイオベンチャー） 

 

厚生労働科学研究費補助金（ヒトゲノム・再生医療等研究事業） H12.4〜H15.3 ヒト羊膜を

用いた再生表層角膜移植法の確立と免疫学的研究 H15.4〜H17.3 羊膜を用いた再生上皮シー

トによる角膜再生の基礎的・臨床的研究 代表・坪田一男 195,500千円 （ミレニアム） 

 

再生医療の実現化プロジェクト 幹細胞治療開発領域 H14.4〜H19.3 ヒト体性および胚性幹細

胞を利用した人工角膜の作成 代表・坪田一男 234,489千円 （トランスレーショナル） 


